
高所作業車タイプ

iTOREL ⾼所作業⾞タイプの概要

・⾛⾏しながら点検可能で、スピーディにトンネル点検ができる
・トンネル覆⼯のひび割れ、うきの⾃動検出と帳票作成をサポート

システムのメリット

２. ひび割れ検出ユニット

画像と凹凸を同時に取得して、ひび
割れやエフロ等を高精度に検出

３. エキスパートシステム

点検結果を基にLCCの目標に沿っ
た最適な補修工法を提示します

１. 打⾳検査ユニット
コンクリートを自動で叩き、自動判定
浮いた場所を画面に表示

2. ⼈の点検動作を模倣した機構と、
AIで「うき」を⾃動判定

１. ⾞両の通⾏を妨げずに点検が可能

打撃装置

揺動機構
点検ハンマ

（1/4ポンド） うき

打音検査ユニット判定結果

健全

3. 可視画像×距離画像で
ひび割れを⾃動検出

4. 点検帳票の作成時間が短縮

⾞両⾛⾏⾳などのノイズを考慮した
システム構成により打⾳検査が可能

判定結果をトンネル展開写真にプロット可能
（打撃間隔調整範囲 5〜40㎝）

幅 0.3㎜以上のひび割れを80％以上の精度で⾃動検出
（幅0.1㎜以上のひび割れも可視画像で確認）

エリアカメラ LEDライン照明

光切断カメラシステム
可視画像 距離画像

検出結果1台のカメラで同時取得 従来検出（参考）
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変状展開図・写真台帳の作成時間が半分に削減
変状の種類やボリュームから補修⽅法や問合せ先を提⽰

変状展開図 写真台帳

トンネル点検データ変状箇所を

自動抽出

変状画像を

自動切出し

スイングアーム

点検ユニットトンネル点検⽤
⾼所作業⾞
（レンタル）

iTOREL（高所作業車タイプ）

トンネル点検・診断システム iTOREL（アイトーレル）

iTORELの４つの特長
QRコードでシステムの
動画をご覧いただけます。



iTOREL 高所作業車タイプの概要

iTOREL⾼所作業⾞タイプ
ベ ー ス マ シ ン タダノ AT-120SRM 他の⾼所作業⾞向けにもカスタマイズ可能
計 測 幅 1測線あたり800㎜ 画像撮影幅は1200㎜（ラップ部含む）
検 査 項 ⽬ ひび割れ、うき エフロレッセンス、はく離、ブロック化の⾃動検出も開発中
点 検 速 度 最⼤ 1150ｍ2/h 打⾳検査間隔 200㎜
⾛ ⾏ 速 度 1.0〜1.4kｍ/h ⾞両⾛⾏速度1.4km/hで1分あたり約24m

点 検 範 囲 地上⾼ 約13m
作業半径 約4m アウトリガ最⼤張出時

iTORELの点検結果

打⾳検査ユニット
検 出 精 度 ⼈が検出可能な打⾳異常箇所の検出率 100％
検 出 限 界 幅200mm×⾼さ200mm、深さ50mmの内部⽋陥まで検出可能
点 検 速 度 1ユニットあたり 576m2/ｈ（打撃間隔200㎜）
ひび割れ検出ユニット
検 出 精 度 ひび割れ幅0.5㎜以上の検出率 100％、幅0.3㎜以上の検出率 80%以上
点 検 速 度 撮影速度 最⼤726m2/h、ひび割れ⾃動検出速度 237m2/h
エキスパートシステム
調 書 作 成 帳票調書作成時間 151m2/ｈ

多様なニーズに合わせたカスタマイズ

人による従来点検結果
iTOREL高所作業車タイプ

地下RC構造物点検建物の劣化点検

メリット
・定量的な打⾳検査ができる
・点検結果の記録（⾳および判定マップ）が残る
・経時変化が把握しやすい

エレメントモード（打音検査）の適用例
・点検スピード 650ｍ2/⽇
・トンネル以外のコンクリート構造物向けアプリケーション

打⾳の記録と
うきの⾃動判定

点検位置を
タブレットで⼊⼒

マイク

※打撃位置の⾃動計測技術を開発中

マイク

点検位置を
タブレットで⼊⼒

点検ハンマ

●お問い合せ窓口：土木事業本部 技術統括部 技術推進部 技術管理グループ

〒150-8340  東京都渋谷区渋谷1-16-14 渋谷地下鉄ビル内

TEL：03-5466-5272 FAX：03-5466-6058   

E-Mail：doboku-info@tokyu-cnst.co.jp

これまでの実績：実証実験を含め８件
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